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提 出 部 数 13
最 小 値 105
中 央 値 179
平 均 値 192
最 大 値 342
標 準 偏 差 66.3
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図1:作業日報記入文字数平均値推移
自由度 平方和 平均平方 F値 棄却率
作業者 12 130,745
日 時 1 13,331
作業者 :日時 11 29,127
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作業者名 A ′ B C D E F G H I ∫ K L M
最 小 値 916 892 7081,491 790 963 8921,005 838 8651,364 8651,281
中 央 値 1,0841,134 7361,7181,064 9781,0041,1921,148 9311,567 9201,522
平 均 値 1,2951,289 8221,8261,067 9791,0741,3821,239 9901,902 9581,555
最 大 値 2,0812,2431,2163,1631,5341,0011,2962,0851,7541,2353,3051,2902,008
標準偏差 426.8415.5166.5484.2242.0 12.1 160.3418.7302.4119.4705.6124.1213.6
工夫改善後
作業者名 A B C D E F G H I J K L M
最 小 値 751 81,0 6521,195 513 343 815 707 669 7401,208601,035
中 央 値 808 930 6761,342 528 407 962 871 719 8191,298 8781,153
平 均 値 803 911 710･1,332 547 421 961 855 759 8661,292 8801,158
最 大 値 8301,019 9001,437 637 5271,115 980 9401,1171,372 8981,311
標準偏差 26.4 71.2 83.4 73.3 44.0 63.2 82.8 84.2104.3117.5 52P.4 12.5100.3
表3:工夫改 善前後における作業者別作業者時間記述統計量 (単位 :秒)
工夫改善前
繰り返し回数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
最 小 値 982 950 882 766 723
中 央 値 1,754 1,658 1,315 1,137 1,143
平 均 値 1,851 1,583 1,381 1,218 1,164
最 大 値 3,305 2,839 2,436 1,839 1,674
標準偏差 732.2 548.9 412.9 337.3 305.4
735 708 737 730 725
1,069 1,065 1,049 970 916
1,100 1,127 1,104 1,063 1,008
1,499 1,761′1,647 1,776 1,627
240.2 283.3 267.0 285.4 258.8
工夫改善後
繰 り返し回数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
最 小 値 527 508 453 394 360 343 372 458 419 378
中 央 値 940 966 881 787 898 883 807 834 81 75
平 均 値 985 966 901 882 890 873 859 856 831 80
最 大 値 1,437 1,400 1,375 1,353 1,3711,331 1,331 1,275 1,2491,20
標準偏差 271.1 267.9 275.5 294.0 282.1 281.9 281.8 234.3 24.8238.5
表4:工夫改善前後における繰 り返 し回数別作業時 間 記述統計量 (単位 :秒)






12 19,441,157 1,620,096 39.3628 2.2e-16
1 4,961,876 4,961,876 120.5566 2.2e-16
1 9,169,147 9,169,147 222.7789 2.2e-16
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作業者
図4:工夫改善前後における作業者別作業時間平均値










































































































































































ては,別途準備 ･作成する｡準備 ･作成を予定する資材 ･施設については補遺参照｡
その後上記手順をグループ全員およびグループ内各員にて組み立てる作業を,それぞ
れ10回繰 り返して実行する｡得た結果は [ ]や [ ]を用いて
要約しつつ表現 ･評価する｡
(d)予定する実施期間
年 月 日から年 月 日まで,のべ 時間｡
2.予想される結果
単独作業については,[ ]という値を示すと予想される｡また集団作業につ
いては [この四角を埋めつつ文字色を黒 く変更する]という値を示すだろう｡ 評価項
目以外の観察事象については,[ ]について [ ]という結果を得
ると予想している｡
3.考 察
上記結果は [ ]や [ ] という事実を示しており,われわれが
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